
御幸山公園整備についての皆さまからのアイデアやご意見

※上記ご記入のうえ、封筒に入れて下記担当課にご郵送ください。
（ご郵送に係る費用は、いわき市では負担いたしません、ご了承ください）

※右のQRコードまたはURLからも、アイデアやご意見を受け付けています。
 https://logoform.jp/form/NczP/1253909
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湯本駅前の「御幸山公園」を対象に、温泉観光地の玄関口として、来訪者の心を

つかむシンボル性の高い空間として整備を行い、イベント開催など魅力ある敷地

活用につなげることで、まちなかの集客性や回遊性を高めていくことを目的に広

く住民の皆さまからアイデアを募るワークショップを開催しました。

ご氏名

電話番号

ご住所

属 性
□ 地元住民 □ 観光関係者

□ 若年層 □ 市民活動団体

締切：2月27日(金)

いわき市 都市建設部 公園緑地課

〒970-8686 いわき市平字梅本21 TEL：0246-22-7518
お問い合わせ・郵送先

ワークショップの対象と開催状況

地元住民 いわき市内にお住まいの方々
住民①：11月11日(火)9:00～12:00
住民②：11月11日(火)13:00～16:00
住民③：11月15日(土)13:00～16:00

若年層
湯本一小
湯本一中

いわき湯本高校

小学生：11月15日(土)9:00～12:00
中学生：11月22日(土)9:00～12:00
高校生：11月8日(土)13:00～16:00

観光関係者
いわき湯本温泉旅館協同組合
いわき湯本温泉観光協会など

12月1日(月) 13:00～16:00

市民活動団体
じょうばん街工房21

御幸山を愛する市民の会
など

12月1日(月) 13:00～16:00

延べ89名にご参加いただきましたほか、ご意見箱、郵送、専用フォームからの

アイデアやご意見を多数いただきました。

皆さま、ご協力ありがとうございました。

御幸山公園再整備計画を進めるための

「住民参加型ワークショップ」開催しました！
引き続きご意見を受け付けています。
皆様の声をぜひお届けください。

ワークショップ開催の様子

皆さまからいただいたアイデアやご意見は裏面に掲載しています！
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【御幸山公園 整備の方向性】 ・駅前緑地と一体的な“人のたまり場”の１つとする ・湯本駅正面に臨
むシンボル性を高める ・湯本駅や交流拠点を望む眺望性を高める ・まち歩き（回遊性）の機能を高め

る 

ワークショップを開催しました！

2 階段・手すり・散策路

・階段勾配を緩やかにしたり、スロープを設置する
・階段の中央や両側に手すりを設置し上り下りしやすい
ようにする

・高齢者や車いす利用者への配慮をしてほしい
・管理用車両が通れる道路を整備してほしい
・展望台から湯本一小側への散策路の再整備
・予防医療の視点から展望台まで〇mなど園内案内看板を
適所設置し散策が楽しくなる仕掛けの整備

・塗装の剥がれなど維持管理も課題なのでメンテナンス
しやすい散策路

・全体的な整備は難しいがスポット的な整備に注力する

3 遊具・子どもの遊び場

・ブランコやすべり台などの遊具がほしい
・展望台や景観を活かした遊び場をつくり、
子どもで賑わう公園になってほしい

4 休憩スペース・展望台・その他施設

・屋根付きの人が集える休憩所の設置
・展望台の周辺木々を適切に伐採し小名浜の海
が見えるようにしてほしい

・飲み物やアイスの自動販売機とごみ箱を置き
21世紀の森公園のように一日中遊べる公園に
してほしい

5 トイレ・衛生設備

・トイレの位置や数を改善し、アクセスを良
くする

・見通しのよい場所に移動して清潔さを向上
させる

・古いトイレは利用しづらいので新たに複数
箇所設置してほしい

1 花・樹木・植栽・景観

・四季を通じて楽しめる花や樹木を植え憩いの空間にする
・冬場にイルミネーションを設置して賑わいを出す
・余分な樹木を伐採し、開けた明るい雰囲気にする
・山全体が木々に覆われていると暗く子どもだけで遊ばせ
にくい

ワークショップにご参加いただいた皆さま、ご意見箱・郵送・専用フォームからの

アイデアやご意見をお送りくださった皆さま、誠にありがとうございました。

これらをもとに、技術的な課題や費用を検討し、具体的な計画を進めていきます。

7 土砂災害・地盤リスク・安全調査

・再整備を機に急傾斜地の安全対策をしっかり
実施する

・土砂災害リスクの調査を行う
・不必要な施設設置は控える

6 照明・賑わい・イベント

・照明が不足していて暗く怖い
・夜間イベントや提灯祭りを開催し賑わいづくり
をする

・清掃や防犯や火事への見回りなどする仕組みづ
くり

・清掃ボランティア参加者にデジタルスタンプラ
リー方式でポイントを付与。貯めたポイントは、
湯本の宿泊施設や店舗で利用できる仕組みを整
える

・招魂碑を交えたイベント
・温泉排水を利用したモニュメントの整備
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